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▶とき　₉月22日（日）
午前11時45分～午後₁時30分（開場午
前11時）
▶ところ　上尾市文化センター
放送予定／午後₀時１５分～₁時（総合
テレビ・ラジオ第₁・国際放送）

　予選会通過者が﹃ＮＨＫのど自慢﹄に出場できます。
●予選会
▶とき　₉月21日（土）午後₁時～
▶ところ　上尾市文化センター
▶出場資格　原則アマチュアの15歳以上（中学生を除く）
※応募者多数の場合は選出の上、250組に予選会の案内、落
選の人には落選の旨を通知します。
▶申し込み　往復はがき（₁人または₁グループ₁枚、複数
応募無効）に必要事項を記入し、₈月15日（木）まで（必着）に
NHKさいたま放送局（図１参照）へ
※高校生・大学生は、職業欄に部活動などを記入してくだ
さい。
※グループの場合は、全員の氏名（ふりがな）・年齢・性別・
職業を記入してください。
※応募後の曲名変更・グループメンバー変更はできません。

▶申し込み　往復はがきに必要事項を記入し、₈月15日（木）
まで（必着）に総合政策課（図₂参照）へ
※応募者多数の場合は抽選です。当選の人には入場整理券
（₁枚で₂人まで入場可）、落選の人には落選の旨を通知しま
す。
※₁歳以上から入場整理券が必要です。
※インターネットオークションなどによる売買目的での応
募は、固くお断りします。売買目的であることが判明した場
合は、抽選対象外です。
※駐車場に限りがありますので、公共の交通機関を利用し
てください。

〈個人情報の取り扱い〉
　応募時に記載した個人情報は、出場の選出結果・観覧の抽選結果の連絡に使用します。またNHKでは、受信料のお願いや
番組・イベントの案内に使用することがあります。

市制施行55周年・NHKさいたま放送局開局７０周年記念

﹃NHKのど自慢﹄
出場者・観覧者募集

都　はるみさん小林　旭さん 小田切　千アナウンサー

【図₁】出場申し込みはがき 

【図₂】観覧申し込みはがき

⇨ NHKさいたま放送局（ 833－2041）

⇨総合政策課（ 775－3963 ・ 776－8873）

出場者募集

出演者公開放送

観覧者募集
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〈往信表〉

〈返信表〉

〈返信表〉

〈返信裏〉

〈返信裏〉

〈往信裏〉

〈往信裏〉

市制施行55周年を記念し、ＮＨＫさいたま放送局との共催により﹁のど自慢﹂の公
開放送を行います。

ゲスト／小林旭
さん、都はるみ
さん（５０音順）
司会／小田切千
アナウンサー
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昨年東町小学校で行われた上尾市総合防災訓練

　今日、さまざまな人権侵害が起きています。例え
ば、高齢者・子ども・女性・障害者などに対する虐
待や差別、同和問題などです。
　インターネット上では、他人への中傷や差別的な
書き込みなど、無責任な内容の情報が流れ、それに
よって心を痛めている人がいます。
　また東日本大震災に伴う原発事故によって発生し
た放射線被ばくの風評被害は、今もなお多くの人を
苦しめています。
　これらの問題をなくすためには、まず相手を思い
やり、相手の気持ちを考えて行動することが大切で
す。そして根拠のない情報に振り回されることのな
いように、正しい知識を身に付け、冷静に判断する
必要があります。

　毎年₈月は﹁人権尊重社会をめざす県民運動﹂の強
化月間です。この機会に人権について考えてみませ
んか。なお人権に関する相談は、全国共通人権相談
ダイヤル（ ０５７０－００３－１１０）に電話してください。
●人権啓発ビデオを貸し出します
　団体・グループを対象に人権啓発ビデオを貸し出
しています。人権入門ビデオや子ども、外国人市民、
高齢者、同和問題、公正採用、インターネットに絡
む人権侵害などをテーマにした62本のビデオがあり
ます。学校や職場、ＰＴＡの研修会などで利用して
ください。
▶貸出期間　原則１週間
▶貸出本数　１団体１回につき₃本まで
※詳しくは人権推進課へ問い合わせてください。

　₈月は﹁人権尊重社会をめざす県民運動﹂の強調月間として﹁ヒューマンフェスタ２０１３さいたま﹂が開
催されます。
▶とき　₈月23日（金）午前10時～午後₄時
▶ところ　大宮ソニックシティ（JR 大宮駅西口）大
ホール、小ホール、国際会議室
▶内容　①内藤大助さん（ボクシング元世界チャンピ
オン）による人権講演会②井上あずみさんとゆーゆさ
ん（歌手）によるふれあいコンサート③埼玉県立浦和北
高校演劇部による公演④人権作文表彰・発表他
▶参加費　無料
▶申し込み　当日、直接会場へ

人権尊重のまちづくりを目指して

 ヒューマンフェスタ２０１３さいたま 大宮ソニックシティで開催

⇨人権推進課（ 775－5117 ・ 775－9819）

⇨埼玉県人権推進課（ ８３０－２２５５）

井上あずみさん（右）、ゆーゆさん内藤大助さん
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₉月₁日から
﹁メール119番﹂﹁ファックス119番﹂を開始します

 聴覚障害者　メール119番 
　聴覚障害者でメールアドレスを登録した人を対象に、携帯電話などのメールで上尾市・伊奈町消防指令セン
ターに火災や救急などの緊急通報ができます。
▶対象　上尾市内に在住か在勤または在学の聴覚、音声・言語またはそしゃく機能に障害のある人
▶利用手続き　利用案内書、申請書などの配布・受け付けは、上尾市消防本部指令課、障害福祉課（市役所₂
階①番窓口）で行いますので、希望する人は直接窓口へ
 ファックス119番 
　音声での119番通報が困難な場合に利用できる通報システムです。通報者は119番にファクスを送信し、通報
内容を伝えることができます。ファクス用紙は上尾市消防本部のホームページからダウンロードできます。消
防署、各分署でも配布しています。

　事務用紙などでもファクス通報は可能ですが、必ず次のことを記載してから送信してください。もしもの
時のため、あらかじめ用紙に記入しておくことをお勧めします。

【火災の場合】
・消防車が向かう場所（住所）
・内容（何が燃えているのかなど）
・通報者の氏名、ファクス番号

【救急の場合】　
・救急車が向かう場所（住所）
・内容（救急車を必要とする人の症状・年齢・性別）
・通報者の氏名、ファクス番号

⇨消防本部指令課（ 775－1311 ・ 770－1900）
障 害 福 祉 課（ 775－5122 ・ 776－8872）
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　﹁言うまいと思えど今日の暑さかな﹂。短い梅雨が明
け、いよいよ汗の滴る本格的な夏を迎えましたが、い
かがお過ごしでしょうか。
　夏といえば、夏祭りや盆踊り、花火が思い浮かびま
す。中でも夏祭りは、各地域はもちろん、保育所や幼
稚園などさまざまな場所で開催され、滴る汗すら心地
よいものに変えてくれる、大きな楽しみの一つです。
私も毎年、たくさんの夏祭りに参加させていただき、
それぞれ特色のある演出を楽しみながら、活気と元気
を吸収して夏を乗り切る力にしています。
　﹁祭り﹂は、老若男女を問わず、すべての人が一緒に
楽しむことができ、みこしや露店、山

だ
車
し

から流れる太
鼓の音など、たくさんの活気が大きな輪になってでき
ています。また浴衣や法

は っ ぴ
被など、祭りならではの衣装

も楽しみの一つですが、特に法被は、地域で揃いの衣
装にすることにより参加者が一体となり、祭りをさら
に盛り上げてくれる大切な要素の一つであると感じま
す。法被の語源は、束帯を着用する際に袍

ほう
や位

い あ お
襖の下

に着た袖なしの胴衣である﹁半
はん

臂
ぴ

﹂が転じたという説が
有力だそうですが、昔から職人や町火消など、威勢の
いい人たちが着る印象があるのも活気を感じる理由か
もしれません。
　本来は神を祀

まつ
り、感謝や祈りをささげる儀式であっ

た﹁祭り﹂は、時代とともに少しずつ形を変え、私たち
の生活に密着しながら明日への力を与えてくれる大切
な“場所”となりました。祭りの語源という説もある
﹁待つ﹂ですが、﹁待つのが祭り﹂という言葉もあるよう
に、祭りは当日を迎えるまでが楽しみで、いざ始まる
と、意外とあっけなく終わってしまうものです。しか
し、前向きに考えれば、祭りが終わった次の日から来
年の祭りを待つ楽しい日が始まるということではない
でしょうか。まだまだ暑い日が続きますが、祭りが終
わってしまった地域の皆さんは、来年の祭りを楽しみ
に今年の夏も元気に乗り切っていただき、そして、こ
れから祭りを迎える皆さんは、今年の夏祭りが最高の
一日になることを心から祈っています。どうか、元気
によい夏をお過ごしください。

待つのが祭り
市長　島 村　　穰　

⇨国 民 健 康 保 険 加 入 者／保 険 年 金 課 管 理 担 当（ ７７５－5136・ ７７5－9827）
　後期高齢者医療保険加入者／保険年金課高齢者医療担当（ ７７５－5125・ ７７5－9827）

　福島県・岩手県の一部の市町村では、東
日本大震災により住民票を異動しないで他
地域に避難している人も、避難先で特定健
診・後期高齢者健診を受けることができま
す。
▶対象

【特定健診・保健指導】
　国民健康保険加入者のうち、次の市町村
から住民票を異動しないで他地域に避難し
ている人
福島県／福島市、白河市、須賀川市、喜多
方市、相馬市、二本松市、南相馬市、伊達
市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村、鏡
石町、天栄村、西会津町、石川町、広野町、
樽葉町、大熊町、双葉町、新地町
岩手県／盛岡市、宮古市、大船渡市、遠野
市、一関市、陸前高田市、釜石市、二戸市、
八幡平市、紫波町、矢巾市、住田町、大槌
町、山田町、田野畑村、普代村、洋野町、
野田村

【後期高齢者健診】
　後期高齢者医療保険加入者のうち、次の
市町村から住民票を異動しないで他地域に

東日本大震災で他地域に避難している住民の皆さんの
特定健康診査・後期高齢者健診

避難している人
福島県／白河市、須賀川市、喜多方市、相
馬市、二本松市、南相馬市、伊達市、桑
折町、国見町、川俣町、大玉村、鏡石町、
天栄村、北塩原村、西会津町、猪苗代町、
三島町、金山町、中島村、棚倉町、石川町、
浅川町、古殿町、三春町、広野町、樽葉町、
大熊町、双葉町、葛尾村、新地町
岩手県／特定健診・保健指導の対象者と同
じ
▶受診期間　平成26年₃月31日（月）まで
▶手続き
①避難元の市町村に﹁健診を受診したい﹂と
いう連絡をする（電話でも可）
②避難元の市町村から受診券が送付される
③受診したい健診機関に予約をする
▶検査内容　特定健診の基本項目に沿った
身体測定、尿検査、血液検査など
※詳細な健診項目（心電図、眼底検査、貧
血検査）は医師が必要と認めた場合に行い
ます。
※市町村で独自に追加している項目やが
ん検診などは除きます。
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平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
の
実
施
期
間
は
10
月
31
日

（
木
）ま
で
で
す
。
昨
年
よ
り
も
受
診
期

間
が
１
カ
月
短
く
な
り
ま
し
た
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
の
終
了
間
際

は
医
療
機
関
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
受
診
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
対
象
者
は
、
特
定
健
診
は
40
～

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
後
期

高
齢
者
健
診
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
で
す
。

　
受
診
に
は
受
診
券
が
必
要
で
す
。
受

診
券
を
紛
失
し
た
人
に
は
再
交
付
し
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定
健
診
の

結
果
、
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
人

に﹁
特
定
保
健
指
導
利
用
券
﹂を
郵
送
し

ま
す
。
特
定
保
健
指
導
で
は
、
生
活
習

慣
病
に
か
か
る
危
険
度
に
応
じ
て
、
医

師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
と
一

緒
に
、
自
分
の
生
活
に
合
っ
た
目
標
を

立
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。
平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受

診
者
の
う
ち
約
３
割
の
人
が
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
係
し
て
い

て
、
血
圧
が
高
め
の
人
が
約
５
割
も
い

ま
す
。
今
の
生
活
習
慣
を
少
し
変
え
る

こ
と
で
、
５
年
後
、
10
年
後
の
健
康
状
態

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
利
用
券
が

届
い
た
ら
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

⇨特定健診、特定保健指導／保険年金課管理担当
　（市役所₁階₈番窓口、 ７７５－5136・ ７７5－9827）
　後期高齢者健診／保険年金課高齢者医療担当
　（市役所₁階10番窓口、 ７７５－5125・ ７７5－9827）

一歩ふみ出す健康づくり

特定健診、特定保健指導（国保加入者）、
後期高齢者健診を受けましょう！

【昨年度の上尾市の特定健診結果】

特定健診対象者：48,100人

受診者：19,850人

特定保健指導利用者：209人

受診者のうち　　　　　　　　
　　血圧が高めの人：10,469人
　　血糖が高めの人：  5,050人
　　脂質が高めの人：  3,973人

　特定保健指導とは、保健指導の必要な人が専門家
から受けられる、メタボリックシンドロームの予防・
改善に役立つ食事・運動などの指導のことです。

○積極的支援
　生活習慣病の危険性が高い人を対象に、保健師や管理
栄養士の個別指導、運動や栄養に関する健康教育を通
して、半年間じっくり健康づくりに取り組みます。

●メタボリックシンドロームとは？
　腹部の内臓脂肪がたまり過ぎることで、高血糖や高血
圧、脂質異常などが合併した状態のことを言います。
　動脈硬化が急速に進行し、心筋梗塞や脳卒中などの生
活習慣病を発症する危険性が高まります。

○動機づけ支援
　生活習慣病の危険性が出始めている人を対象に、医療
機関で医師、保健師、管理栄養士の指導を受けて、メ
タボリックシンドロームの予防に取り組みます。

未受診者のうち（推定）　　　　
　　血圧が高めの人：約５０㌫
　　血糖が高めの人：約25㌫
　　脂質が高めの人：約20㌫

未受診者：28,250人

虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症など）、
脳血管疾患（脳出血、脳梗塞など）の
発症の恐れ

何もしないで放っておくと…

特定保健指導対象者：1,938人
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●各年金の請求先
　全ての年金は、受けられる資格があっても本人の請求の
手続きがなければ受給できません。加入していた年金制度
によって請求先が異なります（下表参照）。

●老齢基礎年金の請求
▶受給要件　次の①～⑤の期間の合計が原則として25年以
上ある人が、65歳に達した日の翌月分から受給
①国民年金保険料納付済期間
②国民年金保険料免除期間（一部免除の場合は、免除され
なかった額を納付した期間）、若年者納付猶予期間、学生
納付特例期間
③厚生年金や共済組合の加入期間
④第₃号被保険者期間
⑤合算対象期間（カラ期間）
※合算対象期間（カラ期間）とは、昭和36年₄月～昭和61
年₃月に厚生年金や共済組合加入者の配偶者で、本人がど

の年金制度にも加入していなかった期間や、昭和36年₄月
～平成₃年₃月に学生だった期間など、任意加入できる期
間に任意加入しなかった期間、または昭和36年₄月以後の
20～60歳の間で日本国籍を持つ人が海外に在住していた期
間などです。
▶年金額（平成25年度）　20～60歳の加入可能年数の全てが
保険料納付済期間の場合／78万6,500円（満額）　※ 年度内
に改定される場合があります。免除・納付猶予・学生納付
特例期間や未納期間があると減額になります。付加保険料

（月額４００円）を納めていた場合は﹁納めた月数 × ２００円﹂が
年額として加算されます。
▶支給月　偶数月
▶請求方法　国民年金第１号被保険者期間だけの人は65歳
になってから次の①～⑤を用意して請求
①年金手帳または基礎年金番号通知書（本人・配偶者）
②配偶者の年金証書（すでに年金を受給している場合）
③印鑑
④預（貯）金通帳
⑤住民票コードが確認できる書類
※個人により必要な書類が異なるので、事前にねんきんダ
イヤル（ ０５７０－０５－１１６５）、大宮年金事務所（ ６５２－３３９９、
自動音声案内に従って番号を押してください）または保険
年金課に問い合わせてください。
※受給資格期間を満たした人は、60歳以上65歳未満に繰
り上げ（減額）請求、または66歳以降の繰り下げ（増額）請求
ができます。ただし繰り上げ請求した後に、障害基礎年金
の請求はできない場合があります。
※65歳より前に厚生年金を受給している人は、65歳の誕生
月に簡易申請書が送付されます。必要事項を記入の上、日
本年金機構へ郵送してください。

加入していた年金制度 請求・問い合わせ先

・国民年金
（第₁号被保険者期間だけ）

保険年金課
（市役所₁階₉番窓
口）

・国民年金
（第₃号被保険者期間のある人）
・国民年金と厚生年金の加入期間
のある人
・厚生年金だけ

年金事務所

・共済組合だけ 各共済組合

・国民年金と共済組合の加入期間
のある人
・厚生年金と共済組合の加入期間
のある人
・厚生年金と国民年金と共済組合
の加入期間のある人

年金事務所と
各共済組合

平成26年₄月採用予定　市職員を募集
▶職種と採用予定人数　下表のとおり

▶受験資格　採用職種により条件が異なりますので、市
ホームページまたは受験案内をご覧ください。  

▶試験内容　公務員として必要な知識について、活字印刷
文による教養試験（給食調理員は適性試験）・作文試験と専
門試験（土木・電気・機械・化学・保健師・保育士）を行い
ます。
▶試験日　第一次試験／₉月22日（日）　※試験時間と会
場は ､ 申込時にお知らせします。　
▶申し込み　申込書に証明書用写真（縦₄×横₃㌢）₂枚
を貼り付けて、₈月12日（月）～14日（水）の午前₉時～午
後₄時に申し込んでください。
※受付場所は、市ホームページまたは受験案内をご覧く
ださい。
※申込書（受験案内）は職員課（市役所₄階）、消防本部総
務課（上尾村５３７）、各支所・出張所、図書館本館にありま
す（市ホームページからダウンロードも可）。

⇨職員課（ ７７５－5112 ・ ７７５－9819）

⇨保険年金課（ ７７５－51３７ ・ ７７５－98２７）

職　　種 人数（人）
一般事務
（身体障害者含む） ₉

土木 ₂
電気 ₁
機械 ₁
化学 ₁

職　　種 人数（人）
保健師 ₂
精神保健福祉士 ₁
保育士 ₃
消防士 １１
保育所給食調理員 ₁
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こ
と
し
も
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
11
月
17

日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
県
上
尾
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
を
起
・
終
点
と
し
、
旧
中

山
道
か
ら
小
敷
谷
吉
田
通
線
を
西
に
駆
け
抜

け
、
春
日
・
浅
間
台
地
区
を
通
り
新
弁
財
橋
手

前
を
折
り
返
し
ま
す
。
種
目
は
3
㌔
・
5
㌔
・

ハ
ー
フ（
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
）の
部
が
あ

り
、
8
千
人
以
上
の
参
加
者
を
迎
え
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
の
県
上
尾
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
へ
は

Ｊ
Ｒ
高
崎
線
上
尾
駅
で
下
車
し
、
徒
歩
で
約
20

分
で
す
。

▶とき　11月17日（日）　※雨天決行です。
■受け付け　11月16日（土）午後₁～₄時、17日（日）午
前₇～₈時
■開会式　午前₈時45分
■スタート　ハーフ／₉時　₅㌔／₉時15分　₃㌔男
子／11時30分　₃㌔女子／11時35分
▶会場・コース　県上尾運動公園陸上競技場起・終点
の折り返しコース
▶種目・定員　下表のとおり
※ハーフに参加する日本陸上競技連盟登録者は、記
録が公認されます。

▶競技規定　日本陸上競技連盟規則と下記の本大会規
則による
ハーフの制限時間／₂時間20分（関門制限時間は15㌔
地点／₁時間45分）
▶表彰　各種目₁～₈位に賞状と賞品、特別賞（ラッ
キー賞、はるばる賞、高齢者賞、上尾市市制施行・体

育協会創立５５周年記念賞）、完走記録証（即日発行）
▶ 申 込（払 い 込 み）期 間　 ₈ 月15日（木）～ ₉ 月19日

（木）　※参加料を払い込んだ時点で申込完了となり
ます。
▶申し込み　スポーツエントリーに電話（ 0570－550
－846・ 月 ～ 金 曜 日〈祝
日を除く〉午前10時～午
後₅時30分）かインター
ネット（ http://www.
sportsentry.ne.jp/） か
ファミリーマートの端末

（Fami ポート）で　※詳
しくは募集パンフレッ
ト（市内公共施設内など
で 配 布）を ご 覧 く だ さ
い。11月上旬に参加通知
書を郵送します。
▶参加資格　健康な人

（小・中学生は保護者が
認めた人）、制限時間内
に完走できる人
▶ 参 加 料　一般・大学
生・高校生／3,500円　中学生／１，０００円　小学₅・₆
年生／500円　※申し込み受付後は返金できません。
▶駐車台数　７００台（先着順、事前申し込みが必要）
【問い合わせ先】
①申し込み方法／2013上尾シティマラソンエント
リーセンター（浅間台１－１６－３友光第₇ビルテクノ
プラン㈱内）

（ 778-5888・ 778-5889、月～金曜日〈₈月１５日と
祝日を除く〉午前₉時～午後₅時）
②大会内容／大会事務局（スポーツ振興課〈市役所₇
階〉）

（ 781-8112・ 776-2250、月～金曜日〈祝日を除く〉
午前₈時30分～午後₅時）

第26回 2013上尾シティマラソン 参加者募集
11月17日(日)開催

昨年の上尾シティマラソン

種　　目 定員（人）

ハーフ

①大学生男子の部（学連登録者）
②男子日本陸連登録者
③女子日本陸連登録者
④男子39歳以下
⑤男子40歳代⑥男子50歳代
⑦男子60歳代⑧男子70歳以上
⑨女子39歳以下⑩女子40歳代
⑪女子50歳代⑫女子60歳以上

５，７００

₅キロ

⑬男子39歳以下⑭男子40歳代
⑮男子50歳代⑯男子60歳代
⑰男子70歳以上⑱女子39歳以下
⑲女子40歳代⑳女子50歳代
�女子60歳以上�中学男子

1,600

₃キロ
�小学₅年男子�小学₅年女子
�小学₆年男子�小学₆年女子
�中学女子

1,200

上尾市市制施行・
体育協会
創立55周年記念
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⇨上尾市文化センター（ 774－2951・ 774－2955）

オータムコンサート 佐藤嘉奈恵＋Ren

⇨こども支援課
（ ７７５－５１２０・ ７７４－５３４２）
⇨障害福祉課
（ ７７５－５１２３・ ７７６－８８７２）

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
登
録
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
は
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
を
審
査
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
受
給
資
格
者
に
は
、
事

前
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当

▼
受
付
期
間　
左
表
の
と
お
り　
※
窓
口

の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
受

付
期
間
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
証
書
番

号
別
の
受
付
期
間
に
来
庁
す
る
の
が
難
し

児童扶養手当・
特別児童扶養手当の
現況届の提出を

い
人
は
、
共
通
期
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。　
※
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
持
ち
物　
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書（
薄
緑
色
）な
ど
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
必
要
書
類
と
印
鑑

▼
提
出
先　

こ
ど
も
支
援
課（
市
役
所
２

階
⑤
番
窓
口
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
受
付
期
間　
８
月
12
日（
月
）～
９
月
10

日（
火
）　
※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
持
ち
物　
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
必
要

書
類
と
印
鑑

▼
提
出
先　

障
害
福
祉
課（
市
役
所
2
階

①
番
窓
口
）

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
変
更

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―６
８
１
９

　

７
７
４
―５
３
４
２

　
現
在
こ
ど
も
医
療
費
を
受
給
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
他
の
医
療
費（
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
）

の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
平

成
26
年
１
月
１
日
以
降
、
こ
ど
も
医
療
費

以
外
の
受
給
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
同
じ
く
平
成
26
年
１
月
１
日
か

ら
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
は
支

給
対
象
外
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
は
負
担
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
す
。

証書番号 受付期間

₁～ 1300、
800001 ～
20220000

₈月₁日（木）
～₇日（水）

1301 ～ 2500 ₈日（木）
～ 14日（水）

2501 ～ 3500 15日（木）
～ 21日（水）

共通期間 22日（木）
～ 31日（土）

　フルート奏者佐藤嘉奈恵さんと、ケーナ奏者 Ren
さんによるコンサートを開催します。
▶とき　10月27日（日）午後₁時～（₀時30分開場）
▶ところ　文化センター小ホール
▶出演　【第₁部】ケーナ／Ｒｅｎ、ギター／智

ち
詠
えい

　
【第₂部】フルート／佐藤嘉奈恵、ピアノ／赤間亜紀
子
▶入場料　2,200円（全席指定）　※未就学児は入場
できません。

▶入場券販売場所・期間　文化センター・₈月24
日（土）午前₉時から　※売り切れ次第終了します。

【プロフィル】
佐
さ

藤
とう

嘉
か

奈
な

恵
え

　上尾市出身。東京藝術大学卒業後、ドイツ・カー
ルスルーエ音楽大学大学院を最高点にて修了。第₉
回日本フルートコンクールびわ湖一般部門入選。現
在、後進の指導をしつつ、オーケストラのエキスト
ラや、ソロでの演奏活動を行っている。

R
レ ン

en
　栃木県足利市出身。筑波大学在学中に聴いたケー
ナの音色に心を打たれ、その演奏に身を投じる。筑
波大学大学院修了後に本場南米を旅し、その後は中
学校教師として教職に就くが、2008年奏者としてプ
ロに転向。現在、コンサート活動の他、ケーナの製
作や教室など幅広い活動を行っている。

佐藤嘉奈恵さん Ren さん
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い
き
い
き
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

上
尾
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

７
７
５
―５
１
２
４

連
合
会（
高
齢
介
護
課
内
）　

７
７
６
―８
８
７
２

　
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。
原
則
と
し

て
事
務
区
を
単
位
に
市
内
で
83
の
ク
ラ
ブ

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
60
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
新
た
な
人

生
を
地
域
の
中
で
過
ご
す
こ
と
で
有
意
義

な
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
知
識
と
技
術
を
発
揮
し
て
、
ク
ラ
ブ
活

動
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
生
き
生
き

と
輝
く
人
生
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。

●
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
に
は
次
の
よ
う
な
魅

力
が
あ
り
ま
す

①
地
域
に
新
し
い
仲
間
が
で
き
る

　
地
域
で
同
世
代
の
仲
間
づ
く
り
が
で
き

ま
す
。
ま
た
学
校
や
地
域
の
団
体
な
ど
他

世
代
と
の
交
流
の
機
会
が
得
ら
れ
、
生
活

の
幅
が
広
が
り
ま
す（
小
学
校
の
授
業
で

の
世
代
交
流
事
業
な
ど
）。

②
健
康
の
保
持
・
増
進
に
な
る

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
健
康
体
操
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
、
健
康
の
保
持
・

増
進
が
で
き
ま
す（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
親
睦
旅
行
、
日
帰

り
研
修
な
ど
）。

③
知
識
や
経
験
を
生
か
し
能
力
を
発
揮
で

き
る

　
ク
ラ
ブ
活
動
や
若
い
人
達
と
の
交
流
を

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
、
仕
事
、
趣

味
な
ど
の
知
識
や
経
験
を
生
か
す
機
会
が

増
え
、
自
己
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す（
手

芸
教
室
、
芸
能
大
会
、
施
設
訪
問
、
展
示

会
、
各
種
学
習
会
）。

④
社
会
活
動
へ
の
参
画
と
貢
献
が
で
き
る

　
施
設
訪
問
、
募
金
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
、
社
会
参
画
・
貢
献
が
で

き
ま
す（
リ
サ
イ
ク
ル
、
清
掃
活
動
、
高

齢
者
見
守
り
訪
問
な
ど
）。

⑤
心
の
安
ら
ぎ
、
充
実
感
が
得
ら
れ
る

　
地
域
に
多
く
の
仲
間
が
で
き
、
孤
独
感

や
閉
じ
こ
も
り
が
な
く
な
り
、
心
の
安
ら

ぎ
が
得
ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
に
必
要
な

情
報
交
換
の
場（
定
例
会
な
ど
）が
で
き
、

悩
み
事
や
心
配
事
の
解
決
の
機
会
が
増
え

ま
す
。

ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

高
齢
介
護
課　

７
７
５
―４
１
９
０

　

７
７
６
―８
８
７
２

　
ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操
の
新
会
場
で
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

▼
内
容　

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
体

操　
　

▼
対
象　
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
／

①
65
歳
以
上
で
、
毎
回
参
加
可
能
②
主
治

医
か
ら
運
動
の
許
可
が
出
て
い
る（
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）③
血
圧
１

５
９
／
94
以
下
、
脈
拍
99
／
分
以
下　

▼
参
加
費　

無
料（
体
操
で
使
用
す
る
セ

ラ
バ
ン
ド〈
千
円
〉は
別
途
購
入
）

▼
持
ち
物　
体
操
が
で
き
る
服
装
、
運
動

靴（
上
履
き
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み　
８
月
５
日（
月
）か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
希
望
会
場
の
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
左
表
参
照
）へ

※
す
で
に
参
加
し
て
い
て
会
場
変
更
の
希

望
が
な
け
れ
ば
連
絡
は
不
要
で
す
。

※
申
し
込
み
が
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、

参
加
を
待
つ
場
合
が
あ
り
ま
す（
先
着
順
）。

※
祝
祭
日
・
年
末
年
始
、
会
場
の
都
合
な

ど
で
活
動
を
中
止
す
る
日
が
あ
り
ま
す
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

グラウンドゴル
フ大会

芸能大会

地　区 ところ とき 定員 申し込み

上尾西 西保健センター
（春日2 ‐ 10 ‐ 33）

毎週火曜日
午後 25人 上尾西地域包括支援センター（ 778 ‐ 2711・ 778 ‐ 2713）

上尾南 仲町公民館
（仲町1 ‐ 10 ‐ 18）

毎週木曜日
午前 12人 上尾南地域包括支援センター（ 777 ‐ 3301・ 775 ‐ 0780)

原市北
原市むつみ水交
自治会館
（原市569 ‐ 15）

毎週水曜日
午前 15人 原市北地域包括支援センター（ 720 ‐ 0022・ 720 ‐ 0023)

上　平 町谷公民館
（大字上122）

毎週水曜日
午前 21人 上平地域包括支援センター（ 778 ‐ 5132・ 778 ‐ 5133)

※時間はいずれも、午前の部は10時～ 11時20分、午後の部は₂時～₃時
20分です。

⇨消防本部予防課　 77５－1314
77５－2230

　法令改正により、平成24年₁月
₁日から、新たな規格で作られた
消火器でなければ販売（リース契約
を含む）や新たに設置することがで
きなくなりました。しかし現在、
旧規格の消火器を販売・購入して
いる事例が全国で発生していま
す。訪問販売業者などから、旧規
格の消火器を購入しないよう十分
注意してください。
　なお新規格のものには下図の絵
表示がされていますので、購入時
に確認してください。

旧規格の消火器を販売する
業者にご注意を！

新規格消火器の絵表示
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11 広報 2013年₈月号 No.953

　金婚（結婚50年）とダイヤモンド婚（結婚60年）の夫婦を
祝福し表彰するため、次のとおり合同式典を行います。
▶とき　10月19日（土）午後１時30分～₃時（₁時から受
け付け）
▶ところ　上尾市文化センター大ホール
▶対象　金婚式典／₄月₁日から式典当日まで、夫婦共
市内に住所があり、昭和38年中に結婚した夫婦
ダイヤモンド婚式典／₄月₁日から式典当日まで、夫婦共市内に住所があり、昭和28年中
に結婚した夫婦
※対象の期間をすでに経過していて、まだ届け出をしていない人も対象です。
▶申し込み　﹁金婚式典・ダイヤモンド婚式典対象者届出書﹂に必要事項を記入して、₈
月30日（金）までに直接か郵送またはファクスで高齢介護課（市役所₂階③番窓口、〒362-
8501本町₃-₁-₁）か各支所・出張所、または各地区の民生委員へ　
※﹁金婚式典・ダイヤモンド婚式典対象者届出書﹂と﹁送迎バス利用申込書﹂は、高齢介護課、
各支所・出張所、民生委員宅にあります。
※送迎バスの利用を希望する人は、﹁送迎バス利用申込書﹂を提出してください。停留所と
時刻は下表のとおりです。バスの利用は先着順のため、満席の場合は利用できないことも
あります。

東　側　停　留　所 停車時刻

東
側
Ａ
経
路

原市五区公民館前 午後₀時15分
原市集会所 　 〃 　20分
尾山台出張所 　 〃 　25分
瓦葺保育所前 　 〃 　30分
原市団地北口 　 〃 　40分
沼南駅前（駅ロータリー） 　 〃 　45分
上新町 　 〃 　50分
文化センター 午後₁時　　

東
側
Ｂ
経
路

上郷集会所 午後₀時15分
しらこばと保育所前 　 〃 　25分
出荷所前（菅谷１丁目） 　 〃 　35分
上平支所 　 〃 　45分
東部浄水場南 　 〃 　50分
文化センター 午後₁時　　

西　側　停　留　所 停車時刻

西
側
Ａ
経
路

大谷支所 午後₀時15分
らぽーる上尾入口 　 〃 　20分
平方支所 　 〃 　25分
上尾きたはら幼稚園前 　 〃 　30分
文化センター 午後₁時　　

西
側
Ｂ
経
路

諏訪神社前 午後₀時15分
西消防署前 　 〃 　20分
浅間台大公園 　 〃 　25分
井戸木広場 　 〃 　35分
文化センター 午後₁時　　

⇨高齢介護課（ ７７５－51２４ ・ ７７６－８８７２）

※時刻表の停留所、時刻、運行ルートは、申し
込み状況により変更する場合があります。帰りの
バスは、式典終了後に文化センターを出発しま
す。

１０月１９日（土）

ダイヤモンド婚式典
金婚式典

昨年の金婚式典・ダイヤモンド婚式典

第２６
回

第1６
回


